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3 月の休館日

7日、14日、21日、28日
22～23日※美術館のみ臨時休館

　　　　　　　（館内設備工事のため）

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分まで）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

【クローズアップ】有島記念館

特別企画展

「三浦綾子『母』と演出家・守分寿男の仕事」

会期：開催中～ 10 月 9 日（月・祝）

■有島記念館　　　　　　0136-44-3245

■木田金次郎美術館　　　0135-63-2221

■西村計雄記念美術館　　0135-71-2525

■荒井記念美術館　　　　0135-63-1111

海と山と田園と－ミュージアムロード情報－
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展覧会のお知らせ

■常設展示

■企画展示

アート・イベントのお知らせ

　「くっちゃん ART2017」がオープン

して 2週間になります。今回も羊蹄山

麓の作家に加え、海外から多くの作家

が参加してくれました。その数、実に

全体の3分の1。美術館に勤めた当初、

地域を紹介する企画としては、あまり

にも国際色豊かな内容に戸惑ったもの

ですが、今ではむしろ楽しみにしてい

るくらいです。出品作家も年により変

化があり、毎回新しい出会いがあるの

も嬉しいですね。なお、今月 11 日に

は、会期中 3回目となるアーティスト・

トークがあります。作品を目の前に、

さまざまな作家の声が直接聞ける絶好

のチャンス。これまでにも多くの方が

参加され、楽しい交流の場となってい

ます。皆さまも、ぜひどうぞ。

美術館から

柴柴
しばしば

 　 　勤勤
つとむつとむ

館　長

「小川原脩展　巓」

　羊蹄山とニセコ連峰に挟まれた山あいの町・倶知安からは、ニセコ

アンヌプリ、イワオヌプリが並ぶ山容がよく見えます。ここで生まれ

育った小川原脩にとっても、幼少の頃から見つめ続けた山々。東京で

活躍した青年時代から、その雪山の姿や季節感が自身の根底にあるこ

とを意識し、故郷の山をモチーフとしました。「巓（てん）」という作

品が描かれた 1981 年、小川原は 70 歳。小川原の原風景として傍らに

ありつづけた、創作の根底にある山の存在を追います。

会期：開催中～ 4 月 16 日（日）

「くっちゃんＡＲＴ 2017」

　9回目を迎えた「くっちゃんＡＲＴ」は、倶知安町はもとよりニセコ・

羊蹄山麓で芸術活動に携わる作家と、それらの作家と交流のある海外

在住の作家が、多様な表現による多彩な作品を持ち寄ってさらなる交

流を深める、この地域ならではの国際性を反映したユニークな展覧会

です。小さな美術館で、多くの作家が集う、賑やかな展覧会をどうぞ

ご覧ください。

会期：開催中～ 4月 16日（日）

関連イベント「アーティスト・トーク『くっちゃんあ～とＮＯＷ！』（3）」

　倶知安、ニセコ在住の作家の方から、作品を前にして創作にまつわ

るお話をお聞きします。

日時：3月 11日（土）14時～ 15時　　　 場所：当館第 2展示室

申込み不要、直接美術館へお越しください。※観覧料がかかります

「ミュージアム・シネマ『レンブラント 描かれた人生』（1936 年 /81

分 / 英語（字幕））」

　微妙な明暗と色彩で人間精神への深い洞察を託した多くの傑作を描

き、西洋絵画史上に偉大な足跡を印したオランダの画家レンブラント。

その人となりを、チャールズ・ロートンによる驚異の名演技と精魂こ

めた演出で再現した第一級の伝記映画です。

日時：3月 18 日（土）14 時～ 15 時 30 分　お話し：柴　勤（当館館長）

場所：当館映像ルーム　聴講無料

「小川原脩と日本近代の美術 2」

　明治以降、ヨーロッパの影響を受けて日本の西洋美術を推進してき

た東京美術学校（東京藝術大学）。小川原脩は、ここで美術の基本をしっ

かりと身に着けました。前回はヨーロッパの状況をお話ししましたが、

今回はいよいよ日本に舞台を移します。

日時：3月 25 日（土）14 時～ 15 時　　　 お話し：柴　勤（当館館長）　

場所：当館映像ルーム　聴講無料

■土曜サロン

風土館講座のお知らせ

　スキーの来歴やこの地域の冬の森林を調べ、画像という表現手段で伝え続ける中で高い評価を得ている講師に、も

のごとには歴史的背景があり、それを知ることは実はとても面白いこと、そして伝えることは大切だと感じた経験を

紹介してもらいます。

日時：3月 13 日（月）19 時～ 21 時　　　演題：知るおもしろさと伝えるたいせつさ

講師：渡辺 洋一さん（写真家）　      　その他：聴講料無料（展示見学を含む場合は、大人一人 100 円必要です）
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―春のはじまり―
408 回

『チベット讃歌Ｂ』

1982 年　小川原　脩　画

　周囲はまだ白一色なのに、すでに春が近いことを感じる。暦から読み取るので

もなく、明確には表現できないが、何かが春の始まりを感じさせる。ロシアに「光

の春、風の春、水の春」というコトバがあるそうだ。雪面に反射する陽光に、雪

原をわたる風に、水音を立てる細流に春を感じるということだろう。

　さて、四季の変化は氷河期の繰り返しの中で明瞭になっていったという。その

中で、植物は冬に備えて葉を落とすようになり、鳥は渡りをし、昆虫は冬眠をす

るようになった。しかし、冬が近いことと冬の後に春が来ることを、彼らはどの

ようにして予知し、準備をするのだろうか。

　この冬は雪が少なかった。桃の節句から春分へと暦は

すすみ、日に日に強くなる陽光は、例年より少々厚みの

ない雪原を照らし、木々には新しい芽吹きを招く。

　「チベット讃歌Ｂ」は、小川原脩がチベットの中心都市・

ラサを訪れた際の印象を描いた作品のひとつ。温かな陽

光を思わせる、円い太陽が天辺に浮かぶ。チベット全土

から家族ぐるみでやってくる巡礼者の男女を中心として、下には大地に伏して祈りを捧げる五体投地礼の姿、そして

左右両側からは牛、ヤギ、犬といった動物たちがのぞき込んでいる。巡礼者の男性の手は女性の手を包もうと開かれ、

きっとこの後、ぎゅっと握るのだろう。

　明るく太陽が輝き、温かな橙色の空間に包まれ、動物たちや祈りを捧げる女性によって囲まれた巡礼者のふたり。

これは小川原が讃えたチベットの有り様で、幼い頃の故郷、原風景と重なるものだった。

　この春、新しい環境へと巣立つ人も、また送り出す人にも、心のどこかに、幾重にも温かなものに包まれていた日々

を大切に覚えていてほしいと願う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

　植物については紅葉の記事で述べたので繰り返しを避けるが、鳥も昆虫も基本的に似たメカニズムで季節の変化を

予知している。冬といえば低温。そこで、温度の低下が冬の到来を予告するカギだと長く考えられていたが、今では

「夜の長さ」だと分かっている。

　夏至を過ぎると昼が短くなり、冬至を過ぎると逆に長くなってゆくことはご存じだろう。夏が過ぎて夜が長くなっ

てくると、冬の準備として、鳥は渡りのために脂肪を蓄え、昆虫たちは体内の脂肪を不凍液につくりかえ、厳しい季

節を乗り切る。そして、鳥は越冬地で夜が短くなったことから故郷の春を予知して帰郷の準備をし、昆虫は一定期間

低温にさらされた後の気温の上昇をシグナルに春の到来を知って活動を始める、という筋書きである。

　越冬に失敗する例はとても多い。そして、その現状は予想と少し異なっている。鳥でも虫でも冬のさなかに死ぬの

ではなく、むしろ春を迎えたとき、つまり終了の段階で起きる。まだ冬の名残の中で帰郷あるいは活動を始めてしま

い、餓死や凍死する例が多いのだ。冬の厳しさが薄れゆくとの印象があるけれど、生きものたちにとって本当の厳し

さは春のはじまりにある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　

▲クジャクチョウの越冬から目覚めた
　個体。このチョウは成虫で越冬する


